
宝塚市立光明小学校 2年生自然体験学習（春季編）実施記録 

記録者村上恵子 

・日時：2017年 5月 29日（月）９:00～⒓：00 天候 晴れ 

・場所：光明小学校多目的室と校庭 

・目的：何気ない草木や虫の活動にも、生きるための工夫がいっぱい、たくさんの不思議を 

発見しよう。 

・対象：2年 1組 児童 29名 

      （担任 岩井先生・付き添いの先生 1名） 

・MNⅭスタッフ：15名 

 

・スケジュール 

９：００ ＭＮＣスタッフ西門付近集合          事前準備 

９：３５ 児童多目的室集合 はじめの挨拶        先生・木下 

９：４０ 花と虫の話                  木下 

１０：００ 班ごとに東玄関ケヤキ広場に集合        担当者 

      校庭へ出発・校庭の草木や虫を観察する。    担当者 

１０：５０ 生きもの探し終了・トイレを済ませ多目的室へ 

１１：００ 草木や虫の絵描き 

１１：３０ 校庭の生きもの地図作成            担当者 

１１：４０ 児童感想発表                 木下 

１１：４５ カマキリやテントウムシ・アゲハの観察をする  木下 

１２：００ 終わりの挨拶                 先生・木下 
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～花と虫の話～ 

今日は、学校のどこにどんな生きものがいるか探し、絵を描いて生きもの地図を作ります。生きものと

言ったらどんな生きものがいますか？虫以外にも木や草も生きものですね。植物の体のつくりは大きく

葉・茎・根・花の 4 つの部分からできています。動物と植物の大きな違いは、動くことができる・でき

ない。また、動物は、生きるため大きくなるために、他の動物や植物を食べます。植物は、大きくなっ

挨拶の後に花と虫の話を聞く 



たり花を咲かせたり種を作ったりするために栄養分・エネルギーを自分で作ります。生きものは、自分

の子孫を増やすためにいろいろ工夫をしています。どんな工夫をしているか観ていきましょう。 

観察するときは、五感（目・口・耳・手・鼻）をつかってしましょう。 

 

～校庭の草木や虫を観察する～ 

校庭の花壇やクローバーの草地には、生きものが多かった。ミカンの木の周りではアゲハが飛んでいた。

    

 

 

 

            ～草木や虫の絵描きと、生きもの地図作成～ 

観察した虫や花を教室に持ち帰り、絵に描いて生きもの地図を作った。   

 

 

 

 

 

生きもの探しに出発 ダンゴムシ？ アブラムシの観察中 

プランターを取るとヤモリが クローバーの草原 アゲハだ 卵を産むのかな 

観察したものを絵に描く 見つけた場所にはる 絵を切り抜く 



   

   

    

 

 

 

   

  

      

 

 

 

～児童感想発表・終わりの挨拶～ 

・ナメクジを触れてよかった。・チョウとかはじめて 3回捕まえられた。 

・ナナホシテントウを捕まえられてよかった。・虫は少ないけれど植物は、いっぱいとれた。 

・こんなフジ（つる）が普通に落ちていた。・ヤツデの下にレモンが落ちていて、取れてよかった。など 

 

～カマキリ・テントウムシ・アゲハの観察～ 

木下さんのうちで飼っている幼虫・成虫・蛹たちを観察した。カマキリは、今朝卵から出てきたばかり

で、児童からは、「めちゃおる。」「うわー！」と思わず声が出る。昆虫を観察した後に先生・児童よりお

礼の挨拶があった。秋に、「ドングリ図鑑」作りなどの学習をすることを話し、今日の学習を終えた。 

 

～

班分けと担当～ 

1組 1班 坂本・小林  2班 高山  3班 小童・藤原（雄）  4班 沼田・高橋 

  5班 笠間・新宅  6班 中尾・石原   7班 多田・藤原（泰） 

総括・木下  記録・写真・村上 

                

5月になってから夏のような暑い日が続いているが、校庭にあるクローバーの草地には、小さなピンクや

紫の花も咲き、テントウムシの成虫や幼虫も多く見られた。 

児童たちは、スタッフと一緒に観察をして、普段関心がなかったり見過ごしたりしていた虫や植物が身

近なものになったのではないだろうか。初めて見た虫も多かったようである。        以上                                     

完成した生きもの地図 

感想発表 生まれたばかりのカマキリ 終わりの挨拶 


